



Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 29) 
Sequential Changes of Food Intake Pattern and Nutritional Status of Preschool 












































































































































































　　　ー｢　　　も　　　類 30 30 30 30砂　　　糖　　　類 5 5 10 10
菓　　　子　　　類 40 40 50 45
油　　　脂　　　類 10 10 10 10
豆　　　　　』類 40 40 40 40
緑黄　色野菜 50 50 55 55
その他の野菜 100 100 110 110
果　　　実　　　類 100 100 100 100
（海　　草　　類） （1） （1） （1－2） （1－2）
魚　　　介　　　類 30 30 40 40
肉　　　　　　類 30 30 35 35
卵　　　　　　類 50 50 50 50















































































































































































































































































































































計 （98種鋤 互06 107 127 98
一20一
幼児の食生活に関する研究（第29報）
平成4年度 （秋）調査 平成10年度（秋） 調査
（A）に÷さ （A）一とな 計 （A》に＋さ （A）一とな 計
れた食品 った食品 れた食品 った食品






一 ごま油 一4 5
栗 栗
一 一2 2
豆腐，きなこ， がんもどき 豆腐 がんもどき
厚揚げ
6 4




グリンヒ㌦ス，レタ カリフラワー トマト，ミ斗マト，㍗ ヒ’一マン，みょ
ス、セロリー，トマト，オ みようが ン，レタス，アス〆ラ うが，牛芽，
クラ，枝豆，か 奈良漬 ガス，菰筍，ぜ わらび，奈’
んびょう，に 紅生葵 んまい，枝豆， 良潰，紅生















ターソース，コンソメ， 濃・デミグラスソース，ケチ 調味胡橡，複合化 一 ヤ7プ，ドレッシング，コンソ料学調胴…料 メ．風喋瓠駿料．緬っ
ゆ，焼肉のたれ，胡
10楓生妻、にんにく 19
えび，たら子， めぎす，練， 鮭，きす，む 餓， めぎす，
鮪油漬缶，し 真鱈粕漬，身 つ，さわら， 赤魚，真鱈
らナ干，竹輪， 欠練，鯖水煮 かじき，しし 粕漬，身欠
かじき，鮪， 缶，さつま揚 やも，ぶり味 錬，鯖水煮





鶏肉，ウインナーソ 鯨大和煮缶， 牛肉，鶏肉，ロ 鯨大和煮缶





ミ〃プリン，ピスケ チョ坤一ト、キャラメ ク7キー，対ック菓 キャラメル，かり
ット，落雁，中 久ガム、ゼリー、カ 子（ホ’升系）， んとう，あ
華鰻頭，スナック ステラ，かりん ピザ鰻，ブリン， んパン，卵ざ
菓子（小麦粉 とう，あん〆 洋梨セ’り一，加 一ロ，加テラ，羊
系》，みかん ン，卵ホ㌧口，ど ピス，ラムネ，ヤ夘 餐， どら焼，



























































朝　　食 昼　　食 夕　　食 3　別｣立型
　　間　　食
i）は保育所の間
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もやし） 果物（みかん） 煮物（切干大根、人参、こごめ、 （牛乳、ビスケット）
味付海苔 レんにゃく、竹輪）
米飯 （給　） 米飯 c・c・d
?



































回 4 焼海苔、牛乳 野菜の煮物 馬鈴薯）
鯛 年 、更 ｛給　） 米 りんご、みかん
査
?
久 みそ汁（豆腐、葱） 洋風五目寿し 豚汁（豚肉、葱、白菜、人参） 飴、牛乳
、 卵焼き 野菜サラダ 鯵の唐揚げ（鯵、キャへ’ツ） C°C°C（牛乳、ビスケット）
焼海苔 みそ汁 金平ごぼう
、 米 ’　、 c・c・dハナナ














回 0 秋 、飯
?


















































































































1目当たりの歩行数 一 一 一 一 欄 13，840±1，27116，999±2，796
注．体位評価：体位の身長・体重推計基準値に対する比率（％）．体力評価：3．0を中位とする5段階評価による成績．
　4．体位・体力評価の30年間の推移
　表9に示すように、体位基準値に対する身長の比率
は95～102％、同じく体重の比率は93～104％であり、
体重の比率の各調査年ごとの変動がやや大であるが、
BMI（gm／㎡）は15．2～15．9の範囲にあり、対象児の
体位は概ね正常範囲にあるといえよう。なお、とくに、
体位の成績から、逐年の栄養改善の反映を読みとるこ
とは困難であった。
　体力評価は、4種目のうち筋持久力がやや低値であ
る他は、平均値としては30年間概ね中位の成績であっ
た。対象児の1日当たりの歩行数は、2年間の成績の
みであるが、13，840～16，999歩で、他地域の9，783～
16，907歩や、相川ら1“｝の東京都や神奈川県の保育園児
における8，000～10，000に比べるとやや多いといえる。
　以上の如く、日本経済の高度成長のほぼ中期から最
盛期を経過し、さらに低成長時代を経て混迷期に至る
約30年間の時代的推移による、新潟県内の一山村幼児
の食生活変容の実態を、6～20名の事例について観察
してきたのであるが、昭和41年当初の実態が、段階的
に逐年適正域へ向かう方向へ改善されて行き、15年目
の昭和56年頃より幼児期にふさわしい摂取水準に到達
し、以後その水準が維持されていることを、30年目の
調査で確かめることができた。この間の有意な変動は、
生活環境を異にする新潟県内の他の3地域のそれに比
して顕著であった。それ故に初回調査年以来の地域差
が昭和56年以降に縮小されていることも確認された。
他方、穀類の漸減と肉類の漸増は依然として続いてい
ることが知られた。この実態は、普遍的な現象である
が、三大栄養素のエネルギー構成比や脂質コンビネー
ション・ミネラル摂取比等のバランスに影響を及ぼす
こととなり、むしろバランスを崩す要因になりやすい
8｝B著者らの調査を通じての観察では、新潟市内に位
置する他の3地域ではそれらの適正域からの逸脱が昭
和50年代から始まっている8｝　9）。本山村の場合は、な
お残る多雪と僻地性の陸路のゆえに、食料入手上の適
度の抑制がむしろプラスの好ましい要因として作用
し、上記比率の適正域到達後もなお、その適正水準の
維持をもたらしているように推察される。
　しかしながら、本山村においても穀類エネルギー比
は昭和61年以降適正域を逸脱して下降し始め、平成10
年度の調査成績においてもその下降傾向の続いている
ことが観察された。本山村幼児の当面の食生活改善目
標は、穀類（米類）の適正量摂取を促し、その主食と
しての位置づけを主菜・副菜との組み合わせの中で、
体得させることであろう。
?
約
　幼児栄養をより的確に把握するために、山村幼児の
4～6歳児、6～20名（延75名）を対象として、昭和
41年から平成10年までの30年間に数年間隔で7回、主
として四季の各連続3日間（通年12日間、但し、第6、
7回調査は通年9、6日間）の食物摂取量を秤量調査
し、食品群別・栄養素等摂取状況の5～30年間の推移
を検討し、以下の結果を得た。
　（1）摂取食品数は、15→29種類（うち動物性2→6、
植物性13→23、間食3→5種類）へ漸増した。
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　（2）食品群別摂取状況は、穀類、砂糖類が有意に漸減、
肉・油脂・乳・豆・卵類および緑黄色野菜が有意に漸
増した。平成10年度に目安量を充足していない食品群
は穀類（66．0％）、乳類（75．3％）、卵類（90，3％）等で
あった。
　｛3）栄養素等摂取状況は、殆ど充足されていない状
況から逐年漸増して、ビタミンDを除きいずれも適正
域に至り、その変動はエネルギーと鉄を除き有意であ
った。
　（4）穀類（57→362％）・糖質（73→55．4％）エネル
ギー比は有意に漸減、脂肪エネルギー比（15→29．6％）
と動物性タンパク質比（31→49．7％）は有意に漸増し
た。
　（5）対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は
93→104％、BMI（kg／㎡）は15．2～15．9の範囲、体力
評価は中位の成績でそれぞれ推移し、摂取栄養水準の
改善による影響はとくに認められなかった。なお、近
年の1日当たりの歩行数は13，840～16，999歩であった。
　終わりに臨み、本研究に際しましてご指導・ご助言
を賜りました本学名誉教授・第四代学長塚原　叡博士
に厚く御礼申し上げます。また、調査の進行上限りな
いお力添えを賜りました吉川町元助役故長沢　誠氏、
故山賀隆一氏他吉川町尾神の歴代の区長、真島　香氏
他吉川町役場保健婦の方々、吉川町立源保育所所長・
職員の方々、30年間の各調査期に煩雑な調査に真摯に
ご協力下さいました調査対象世帯の方々、とくに延75
名の対象児のお母様方、その他関係各位に、深く感謝
申し上げます。
文
?
1）岡田知雄、大国真彦、梁　茂雄：小児の成人病、
　小児保健研究、50，333～341，1991．
2）Thresa　A　Nicklas，　et　al：Secular　trends　in
　dietary　intakes　and　cardiovascular．　risk　factors
　of　10－year　old　children；　The　Bogalusa　Heart
　Study（1973・1988），　Am　J　CIin　Nutr，57，930
　～937，1993，
3）坂本元子：食生活の変化と家庭保健、母子保健情
　　報、　30，37～44，1994．
4）Jean　R．：On　the　importance　of　the　child’s　diet’
　　on　his　subsequent　development　as　an　adult　and
　　elderly，　REV．　GERIAT．，5石，271～278，1980，母子
　　保健情報、8，119，1984，より引用．
5）岡田玲子、渋谷歌子：幼児の食生活に関する研究
　　（第1報）僻村の幼児の栄養摂取状況と体位（夏
　　季）、県立新潟女子短期大学研究紀要、4，54～61，
　　ユ967．
6）岡田玲子：数値群パターン解析法による農・山・
　　漁村幼児の栄養摂取比較成績、栄養と食糧、26，
　　191～198，1973．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
7）岡田玲子：生活環境別に見た幼児栄養の5年間の
　　推移、栄養と食糧、32，191～200，1979．
8）岡田玲子、太田優子：幼児の食生活に関する研究
　　（第22報）山・農村、漁業地域幼児における食
　　物・栄養素等摂取状況の20年間の推移、県立新潟
　　女子短期大学研究紀要、27，83～110，1990．
9）岡田玲子：動脈硬化症予防の視点からみた幼児の
　　摂取栄養状況調査一山村・都市近郊における15年
　　間の変動について一、小児保健研究、50，722～
　　730，1991．
10）岡田玲子：幼児の食生活に関する研究（第26報）
　　山村幼児における食物・栄養素等摂取状況の25年
　　間の推移、県立新潟女子短期大学研究紀要、31，
　　39～49，1994．
11）手塚朋通、高井百合子、池上幸江、大谷八峯、宮
　　崎基嘉、堤　忠一、松見富士夫、西村　薫：年齢、
　　性、労作、妊婦、授乳婦別食糧構成、栄養誌、
　　28，89～117，1970．
12）新潟県教育委員会編：幼児の体力テストとその応
　　用のしかた、1969．
13）食生活研究会：農家の食料消費構造の変化に関す
　　る調査分析、p348、食生活研究会（東京）、1977．
14）相川りゑ子、橋本　勲、八倉巻和子：乳幼児の運
　動と栄養の縦断的研究一万歩計による運動と栄養
　摂取一、第36回日本小児保健学会講演集、p9～
　　11，1989．
一26一
